
　このコーナーでは、夢に向かって情熱を持ち続けなが
ら、明日の薩摩川内市を創る、元気人、輝き人のこれまで
とこれからを紹介します。

最終回は、野﨑　喜久雄さんです。
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本のチカラ　図書館の魅力

行
こ
う
よ
図
書
館
へ

行
こ
う
よ
図
書
館
へ

移
動
図
書
館
が
あ
な
た
の
も
と
へ

　

平
成
25
年
度
の
移
動
図
書
館
車
の
巡
回
日

程
が
下
表
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
本
を

借
り
た
い
方
は
、
最
寄
り
の
貸
出
場
所
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

＊ 

ご
利
用
の
際
は
、
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド

が
必
要
で
す
。（
カ
ー
ド
の
申
請
は
、
そ
の

場
で
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
運
転
免
許

証
・
健
康
保
険
証
な
ど
の
証
明
書
が
必
要

で
す
）

【
巡
回
日
】＝
毎
月
１
回

【
貸
出
期
間
】＝
次
の
巡
回
日
ま
で

【
貸
出
冊
数
】＝
10
冊
ま
で

【
巡
回
コ
ー
ス
】＝
本
土
地
域
一
般
コ
ー
ス
と

甑
島
地
域
巡
回
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

＊ 

こ
の
ほ
か
、
各
学
校
・
幼
稚
園
な
ど
を
回

る
学
校
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

コ
ー
ス

貸出場所および予定時間
【問合先】＝中央図書館　 （22）3542

巡　　　　　回　　　　　日
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月
10
月
11
月
12
月

1
月

2
月

3
月

1
自衛隊官舎 県営隈之城団地 4

日（
木
）

2
日（
木
）

6
日（
木
）

4
日（
木
）

1
日（
木
）

5
日（
木
）

3
日（
木
）

7
日（
木
）

5
日（
木
）

9
日（
木
）

6
日（
木
）

6
日（
木
）

15：00 ～ 15：20 15：40 ～ 16：00

2

祁答院幼稚園前 さとのもり保育園 永利馬場自治会館
11
日（
木
）

9
日（
木
）

13
日（
木
）

11
日（
木
）

8
日（
木
）

12
日（
木
）

10
日（
木
）

14
日（
木
）

12
日（
木
）

16
日（
木
）

13
日（
木
）

13
日（
木
）

9：40 ～ 10：00 10：35 ～ 10：55 11：05 ～ 11：25

和光園 勝目団地 宮里城団地

14：20 ～ 14：40 14：55 ～ 15：15 15：40 ～ 16：00

3
五代団地 18

日（
木
）

16
日（
木
）

20
日（
木
）

18
日（
木
）

15
日（
木
）

19
日（
木
）

17
日（
木
）

21
日（
木
）

19
日（
木
）

23
日（
木
）

20
日（
木
）

20
日（
木
）

15：40 ～ 16：00

4

美里園 別府原公民館 樋脇公民館
25
日（
木
）

23
日（
木
）

27
日（
木
）

25
日（
木
）

22
日（
木
）

26
日（
木
）

24
日（
木
）

28
日（
木
）

26
日（
木
）

30
日（
木
）

27
日（
木
）

27
日（
木
）

10：00 ～ 10：20 10：50 ～ 11：10 13：40 ～ 14：00

田代ニュータウン 指月苑 九電平佐住宅

14：10 ～ 14：30 14：40 ～ 15：00 15：30 ～ 15：50

＊悪天候およびその他の事情により巡回日を変更または中止する場合があります。
＊到着の時間が多少遅れる場合があります。

地　

域

貸出場所および予定時間
【問合先】＝里分館　 （3）2311（里教育課）　上甑分館　 （2）0001（上甑教育課）

　　　　　　　鹿島分館　 （4）2211（鹿島教育課）　下甑分館　 （7）0311（下甑教育課）

巡　　　　　回　　　　　日

4
月

5
月

6
月

7
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

下
甑

海星中学校 内川内バス停 西山コミセン 8
日（
月
）

7
日（
火
）

3
日（
月
）

1
日（
月
）

2
日（
月
）

7
日（
月
）

5
日（
火
）

2
日（
月
）

6
日（
月
）

3
日（
月
）

3
日（
月
）

13：20 ～ 13：50 14：30 ～ 14：40 15：10 ～ 15：30

一里橋バス停 浜田バス停 9
日（
火
）

8
日（
水
）

4
日（
火
）

2
日（
火
）

3
日（
火
）

8
日（
火
）

6
日（
水
）

3
日（
火
）

7
日（
火
）

4
日（
火
）

4
日（
火
）

16：00 ～ 16：15 16：20 ～ 16：35

向バス停 手打小学校 港市営住宅 小泊公園 10
日（
水
）

9
日（
木
）

5
日（
水
）

3
日（
水
）

4
日（
水
）

9
日（
水
）

7
日（
木
）

4
日（
水
）

8
日（
水
）

5
日（
水
）

5
日（
水
）

16：00 ～ 16：10 16：15 ～ 16：40 16：45 ～ 17：00 17：10 ～ 17：40

海陽中学校 かのこ幼稚園（旧青瀬小学校） 11
日（
木
）

10
日（
金
）

6
日（
木
）

4
日（
木
）

5
日（
木
）

10
日（
木
）

8
日（
金
）

5
日（
木
）

9
日（
木
）

6
日（
木
）

6
日（
木
）

13：00 ～ 13：30 16：10 ～ 16：50

敬老園バス停 長浜小学校下 薬師市営住宅 12
日（
金
）

13
日（
月
）

7
日（
金
）

5
日（
金
）

6
日（
金
）

11
日（
金
）

11
日（
月
）

6
日（
金
）

10
日（
金
）

7
日（
金
）

7
日（
金
）

15：00 ～ 15：15 15：25 ～ 15：45 15：55 ～ 16：30

鹿
島

鹿島公民館 15
日（
月
）

14
日（
火
）

10
日（
月
）

8
日（
月
）

9
日（
月
）

15
日（
火
）

12
日（
火
）

9
日（
月
）

14
日（
火
）

10
日（
月
）

10
日（
月
）

15：40 ～ 16：10

上
甑

桑之浦漁港広場 瀬上集会所 上甑保健福祉館 平良生活館
16
日（
火
）

15
日（
水
）

11
日（
火
）

9
日（
火
）

10
日（
火
）

16
日（
水
）

13
日（
水
）

10
日（
火
）

15
日（
水
）

12
日（
水
）

11
日（
火
）

10：00 ～ 10：15 10：25 ～ 10：40 10：45 ～ 11：05 11：20 ～ 11：40

中野ゴミ収集所 江石体育館 上甑支所

13：10 ～ 13：25 13：35 ～ 13：50 14：00 ～ 16：30

里

村東自治公民館 村西自治公民館 薗中自治公民館 薗下自治公民館
17
日（
水
）

16
日（
木
）

12
日（
水
）

10
日（
水
）

11
日（
水
）

17
日（
木
）

14
日（
木
）

11
日（
水
）

16
日（
木
）

13
日（
木
）

12
日（
水
）

9：30 ～ 9：55 10：00 ～ 10：25 10：35 ～ 11：00 11：05 ～ 11：30

薗上自治公民館 里中学校 里小学校 里公民館

11：35 ～ 12：00 13：00 ～ 13：23 13：25 ～ 13：45 14：00 ～ 15：30

＊８月は巡回しません。なお、悪天候およびその他の事情により巡回を中止する場合があります。

本土地域一般コース

甑島地域巡回コース

薩摩川内元気人

1949 年薩摩川内市生
まれ。川内高校、名城

大学大学院を卒業。帰郷後実家の肉屋を引き継ぐ。1992 年に㈲農業
生産法人「のざき」を設立。2007 年に全国肉用牛枝肉共励会で最高位
にあたる「名誉賞」を受賞。2012 年 10 月、同共励会で 2度目の「名誉
賞」を受賞する快挙を成す。鹿児島黒毛和牛「のざき牛」として国内は
もとより、海外へも輸出される。代表取締役。御陵下町在住。64 歳。

野﨑　喜久雄（のざき　きくお）

の
も
の
に
集
中
で
き
る
環
境
を
特
化
さ
せ
る

な
ど
工
夫
を
凝
ら
す
。
作
業
と
仕
事
を
差
別

化
し｢

最
適
な
仕
組
み
作
り｣

が
大
規
模
で
経

営
し
て
い
く
に
は
不
可
欠
だ
と
い
う
。

前
進
あ
る
の
み

　

近
い
目
標
は
、
現
在
２
ヵ
所
の
農
場
で
４

８
０
０
頭
の
肥
育
頭
数
を
５
８
０
０
頭
程
度

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、｢

の
ざ
き

牛｣

と
し
て
高
品
質
の
牛
を
恒
常
的
に
生
産

し
続
け
る
こ
と
。
口
蹄
疫
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な

ど
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
が
、
ア
ン
テ
ナ

を
張
り
常
に
状
況
を
把
握
し
、
時
代
に
適
応

し
な
が
ら
経
営
す
る
こ
と
が
経
営
者
の
使
命

と
語
る
。「
型
を
会
得
し
た
人
間
が
、
そ
れ

を
破
る
こ
と
が『
型
破
り
』」昨
年
亡
く
な
っ

た
歌
舞
伎
役
者
の
言
葉
で
自
身
の
信
条
に
も

重
な
る
。
基
に
な
る「
型
」を
追
求
し
、
確
立

し
た「
型
」に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
、
暗
中
模

索
し
な
が
ら
新
し
い
局
面
を
見
出
そ
う
と
す

る
努
力
と
探
究
心
が
肝
心
と
意
欲
を
燃
や
す
。

せ
り
や
商
談
な
ど
で
年
間
２
０
０
日
は
上
京
。

体
力
維
持
も
兼
ね
上
京
中
の
空
き
時
間
を
利

用
し
、
最
近
ジ
ム
へ
も
通
い
始
め
た
と
い
う
。

「
70
歳
ま
で
は
現
役
で
や
り
続
け
た
い
」。「
牛

さ
ん
」を
優
し
い
眼
差
し
で
見
つ
め
な
が
ら

力
強
く
語
っ
た
。

　

今
回
で「
薩
摩
川
内
元
気
人
」は
終
了
し
ま

す
。
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゼ
ロ
か
ら
の
再
出
発

　
「
終
わ
っ
た
…
」。
目
の
前
の
状
況
を
直
視

し
思
わ
ず
口
か
ら
も
れ
た
。「
廃
業
」を
覚
悟

し
た
。
平
成
18
年
７
月
、
前
日
か
ら
降
り
続

い
た
雨
で
川
内
川
が
増
水
し
氾
濫
。
溢
れ
出

た
水
は
２
・
５
ｍ
あ
る
牛
舎
の
屋
根
近
く
ま

で
達
し
て
い
た
。
濁
っ
た
水
が
、
牛
も
牛
舎

も
丸
ご
と
飲
み
込
ん
で
い
た
。
大
学
卒
業
後
、

肉
屋
だ
っ
た
家
業
を
父
親
か
ら
引
き
継
い

だ
。
平
成
４
年
に
法
人
化
。
当
初
１
３
０
頭

だ
っ
た
牛
も
１
８
０
０
頭
ま
で
規
模
を
拡
大

し
て
い
た
。
立
ち
尽
く
し
て
い
る
自
分
の
そ

ば
か
ら
、
水
面
に
鼻
を
出
し
も
が
い
て
い
る

牛
を
め
が
け
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
濁
流
の
中

に
次
々
と
飛
び
込
ん
で
い
く
。
一
頭
ま
た
一

頭
と
高
台
に
救
出
し
て
い
く
。
そ
の
光
景
を

見
て「
こ
い
つ
ら
と
一
緒
に
絶
対
も
う
一
度

や
り
た
い
」と
身
震
い
す
る
ほ
ど
強
く
思
っ

た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
憶
え
て
い
る
。
億

単
位
の
負
債
を
抱
え
て
の
再
建
。｢

大
き
く
な

れ
」と
い
う
試
練
を
与
え
ら
れ
た
の
だ
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
た
。
ゼ
ロ
か
ら
の
再
出
発

だ
っ
た
。
被
災
し
て
か
ら
10
日
前
後
で
牛
舎

に
流
れ
込
ん
だ
泥
を
除
き
牛
を
入
れ
ら
れ
る

状
態
を
取
り
戻
し
、
わ
ず
か
３
カ
月
後
の
10

月
、
東
京
食
肉
市
場
の｢

全
国
肉
用
牛
枝
肉
共

励
会｣

で
最
優
秀
賞
を
、
翌
年
、
最
高
位
で
あ

る
名
誉
賞
の
受
賞
と
続
い
た
。
関
係
者
の
支

援
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
一
丸
と
な
り
再
起
へ

取
り
組
む
ス
タ
ッ
フ
の
姿
に
力
を
も
ら
っ
た

と
い
う
。

牛
さ
ん
へ
の
敬
愛

　

高
齢
化
を
た
ど
る
畜
産
業
の
な
か
で
、
現

在
15
人
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
平
均
年
齢
は
24

歳
。
一
人
に
４
０
０
頭
か
ら
５
０
０
頭
を
任

す
。
導
入
し
て
か
ら
出
荷
ま
で
18
か
月
と
い

う
短
い
時
間
を
牛
舎
で
過
ご
す
牛
。
野
﨑
さ

ん
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
は
、
そ
ん
な
牛
た
ち

の
命
を
取
り
扱
っ
て
い
る
と
い
う
思
い
の
深

さ
か
ら
、「
牛
」で
は
な
く「
牛
さ
ん
」と
呼
ぶ
。

通
常
肥
育
さ
れ
た
産
地
名
が
つ
く
銘
柄
牛
に

｢

の
ざ
き｣

と
い
う
個
人
の
名
前
を
冠
し
た
こ

と
も
、｢

牛
さ
ん｣

に
対
し
て
最
後
ま
で
責
任

を
持
つ
と
い
う
強
い
思
い
が
表
れ
た
も
の
。

「
専
門
的
知
識
も
必
要
だ
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま

で
も
手
段
。
牛
さ
ん
が
好
き
と
言
う
こ
と
が

一
番
」と
ス
タ
ッ
フ
に
も
言
い
切
る
。
牛
舎

の
中
央
を
走
る
作
業
通
路
を
地
上
よ
り
若
干

高
く
し
て
い
る
こ
と
も
、
先
生
が
朝
礼
台
か

ら
生
徒
一
人
一
人
の
顔
を
見
る
の
と
同
じ
原

理
と
ほ
ほ
笑
む
。
一
方
で
、
餌
の
自
動
配
給

化
や
牛
舎
床
の
清
掃
を
外
部
委
託
す
る
な
ど
、

｢

作
業
」部
分
は
徹
底
的
に
合
理
化
し
、
担
当

者
が「
牛
さ
ん
」と
向
き
合
う
時
間
、
仕
事
そ


